
平成™š年�月Ÿ日 金曜日 (第œœ š号付録) �月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

一
七
九

食
品
衛
生
法
施
行
令
に
基
づ

き
講
習
会
を
登
録
し
た
件

九

二

一
八
〇

青
森
県
及
び
茨
城
県
に
お
け

る
社
会
保
険
料
及
び
労
働
保

険
料
等
に
関
す
る
納
期
限
等

を
指
定
す
る
件

一
〇

五

一
八
一

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
又
は
独
立
行
政
法

人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構
か
ら
都
道
府
県

に
対
し
て
譲
渡
さ
れ
た
職
業

能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
等

の
運
営
に
要
す
る
費
用
の
補

助
の
算
定
に
係
る
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
基
準
を
定
め

る
件

一
〇
123

一
九

一
八
二

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
又
は
独
立
行
政
法

人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構
が
独
立
行
政
法

人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
法

を
廃
止
す
る
法
律
附
則
第
七

条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
資
産
の
譲

渡
を
行
っ
た
と
き
に
生
じ
た

収
入
の
総
額
と
し
て
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
金
額
を
定

め
る
件

一
〇
123

一
九

一
八
三

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
法
を
廃
止
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
告
示

の
整
理
に
関
す
る
告
示
を
定

め
る
件

一
〇
123

二
〇

一
八
四

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
又
は
独
立
行
政
法

人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構
が
都
道
府
県
に

職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
等
の
用
に
供
さ
れ
て
い

る
資
産
を
譲
渡
す
る
場
合
に

都
道
府
県
が
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
基

準
を
定
め
る
件

一
〇
123

二
〇

一
八
五

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食

品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審

査
の
手
続
を
経
た
生
物
の
公

表
を
行
う
件

一
三

三

一
八
六

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
児

童
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
七

七

一
八
七

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定

施
設
支
援
に
要
す
る
費
用
の

額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
七

七

一
八
八

薬
事
法
第
七
十
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
希
少

疾
病
用
医
療
機
器
を
指
定
し

た
件

二
〇

五

一
八
九

労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
三

十
八
条
の
七
か
ら
第
三
十
八

条
の
九
ま
で
の
規
定
に
基
づ

き
、
休
業
補
償
の
額
の
算
定

に
当
た
り
用
い
る
率
を
定
め

る
件

二
一
130

一

一
九
〇

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日

本
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

と
の
間
の
協
定
に
基
づ
く
看

護
及
び
介
護
分
野
に
お
け
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
看
護
師
等
の

受
入
れ
の
実
施
に
関
す
る
指

針
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
三

四

一
九
一

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日

本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和

国
と
の
間
の
協
定
に
基
づ
く

看
護
及
び
介
護
分
野
に
お
け

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
看
護
師

等
の
受
入
れ
の
実
施
に
関
す

る
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
三

四

一
九
二

特
例
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
看
護

師
候
補
者
の
雇
用
管
理
、
研

修
の
実
施
等
に
関
す
る
指
針

を
定
め
る
件

二
三

四

一
九
三

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基

準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
四
134

四
七

一
九
四

療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並

び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示

事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
四
134

五
二

一
九
五

健
康
保
険
組
合
の
名
称
を
変

更
し
た
件

二
七

三

一
九
六

健
康
保
険
組
合
の
従
た
る
事

務
所
を
廃
止
し
た
件

二
七

三

一
九
七

健
康
保
険
組
合
の
事
務
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
件

二
七

三

一
九
八

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る

た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及

び
助
成
に
関
す
る
法
律
第
八

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
市
町
村
を
定
め
る
件

二
七

三

一
九
九

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る

た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及

び
助
成
に
関
す
る
法
律
第
八

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
都
道
府
県
、
指
定
都
市
又

は
児
童
相
談
所
設
置
市

二
七

三

二
〇
〇

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る

た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及

び
助
成
に
関
す
る
法
律
第
八

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
市
町
村

二
七

四

二
〇
一

労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
七

条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
新
規
化
学
物
質
の
名
称

を
公
表
す
る
件

二
七
136

一
四

二
〇
二

都
道
府
県
知
事
の
承
認
に
係

る
医
薬
部
外
品
の
一
部
を
改

正
す
る
件

二
七
136

二
一

二
〇
三

食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
八

三

二
〇
四

登
録
製
造
機
関
の
名
称
を
変

更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
旨
を

公
示
す
る
件

二
九

五

二
〇
五

薬
事
法
施
行
規
則
第
十
二
条

第
一
項
の
登
録
事
項
を
変
更

し
た
旨
を
公
示
す
る
件

二
九

五

二
〇
六

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
登
録

検
査
機
関
の
製
品
検
査
業
務

の
休
止
を
許
可
し
た
件

二
九

六

二
〇
七

特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ

の
材
料
価
格
（
材
料
価
格
基

準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇

六

二
〇
八

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
同
条
第
三
項
に
規
定
す

る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更

す
る
件

三
〇

六

二
〇
九

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第

一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
控

除
額
を
変
更
す
る
件

三
〇

六

二
一
〇

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第

七
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件

三
〇

六

二
一
一

租
税
特
別
措
置
法
第
十
二
条

の
二
第
一
項
各
号
及
び
第
四

十
五
条
の
二
第
一
項
各
号
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
機
械

及
び
装
置
並
び
に
器
具
及
び

備
品
を
指
定
す
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

三
〇
142

L
I
O

˜�
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